
公益社団法人 日本薬剤学会
前臨床FGセミナー2019

「AIと前臨床研究とダイバーシティ」

会期：2019年2月18日（月）
会場：立命館大学草津キャンパス内施設

石橋太郎先生 高田篤史先生 青島健先生芹沢貴之先生 池田幸弘先生

講演1：自然言語処理AIによる創薬業務支援例（石橋太郎・伊藤忠テクノソリューションズ）
講演2：製薬業R&Dにおけるデジタル技術活用動向（高田篤史・野村総合研究所）
講演3：Medicinal ChemistryへのAIの活用，現状とこれから（芹沢貴之・旭化成ファーマ）
講演4：創薬現場におけるAI，ビッグデータ活用（青島健・エーザイ）
講演5：ダイバーシティ＆インクルージョンの事例紹介（池田幸弘・武田薬品）

AIやダイバーシティが前臨床

研究，さらには創薬研究や医
薬品開発へどのような影響を
及ぼすか活発な議論が行わ
れました．

開会挨拶
菅野清彦FGリーダー

会場風景

ラウンドテーブルセッションでの議論

作成：安藤 茂（塩野義製薬）
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